
ウィキノミクス概論 ～脱『自前主義』の経営～
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NTT Communications Forum 2007
「ICTが作るメガコラボレーション経営
ウィキノミクスの時代」
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What is ウィキノミクス？

＋

Wikinomics

• ウェブを利用して、「誰でも」「どこからでも」
文書の書き換え可能とするソフトウェアのこと

• 共同作業で文書を作るのに向いている
（ウィキペディアHPより抜粋）

• 経済学／経済的意味
• 経済状態

（ﾌﾟﾛｸﾞﾚｯｼﾌﾞ英和中辞典より）

Wiki Economics

• New Paradigm CEO ドン・タブスコット氏による造語
• 個人や企業が広く分散されたコンピュータと通信技術を活用し、
ゆるやかで自発的な協力関係を通じて、新たなイノベーションや経済活動を

• 展開すること
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Why ウィキノミクス？
グローバル競争の中、より広く、速く、多様に変化する社会へ対する
にあたり、企業には脱自前主義の経営が求められている

• グローバル競争の激化
• イノベーションの加速化
• 顧客の多様化
• 高まるコスト競争
（インド・中国との競争／
株主利益への圧力増大）

• 人材難
（人口減少／忠社意識の
低下）

• インターネットの普及
• Web2.0の進展
• SaaS・オープンソース台頭
• FON（草の根ﾈｯﾄﾜｰｸの登場）

• 発信文化の広がり
• プロシューマーの登場
• ワークスタイルの多様化

ウィキノミクス
脱『自前主義』の経営

技術の進化

個人の変化

打開

後押

自前
主義

の限
界
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消費者（C）の世界の変化
ウェブにより、消費者は「情報の受信者」から情報発信・交換を
主体的に行なう「協創の参加者」となった。
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出展：総務省 平成18年「通信利用動向調査」

2002
検索エンジン利用率80%突破

2006
ブログ利用者数800万人突破
SNS利用者数 700万人突破

2001
楽天流通総額 50億円突破
(2005年3000億円以上)

Webによる
情報武装

ECの利用

双方向ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
・情報の発信

1996-97
Yahoo!、goo
ポータルサービス開始

インターネット利用者数

インターネット普及率
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そして、変化はBtoBへも・・・

系列取引
グローバル化・
アウトソーシング化

ウィキノミクス
（自律協創ﾈｯﾄﾜｰｸ）

硬直化・
高コスト化

コア業務への集中
・コスト最適化

知恵の共有・
イノベーションの進展

資
本
関
係

戦略

研究・
開発

ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ
/販売

生産・
流通

共通機能

アウトソーシング
（ITO,AO,BPO）

アウトソーシング
（ファウンドリー）

オフショア化
（中国・インドなど）

•安定取引
•安定品質

今まで これから

装置
メーカー

素材
メーカー

建築
メーカー

IT企業
液晶パネル
コンビナート

新半導体
開発

戦略

研究・
開発

ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ
/販売

共通機能

生産・
流通

•業界を超えた
協創

•研究・開発か
らのコラボレ
ーション

• イノベーションの連鎖
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ウィキノミクスに向けた課題

系列取引
ウィキノミクス
（脱「自前主義」）

参加企業
の目的 安定取引・安定品質 イノベーションの共有・協創

組織の
特徴

階層構造
クラスター型
水平ネットワーク

結合要素
資本関係／
契約・報酬関係

自律的・主体的協調

デメリット
イノベーションの
硬直化

既存ビジネスモデルの破壊／
品質管理・取引関係の不安定化
（例：オープンソース・著作権侵害など）

どこまでウィキノミクスを取り入れていくのか、
既存ビジネスを踏まえたマネジメントが必要
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日本企業への提言

Made in Japan

今まで

Made “in global”
Made “with Japan”

これから

•日本国内でバリュー
チェーンを完結

•完成品を輸出

•国際水準での高付加価値追求
•世界的な水平分業を、技術・
イノベーションで牽引

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｺﾗﾎﾞﾚｰｼｮﾝに
よるｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ追求

ｵﾌｼｮｱ化

ﾌﾟﾛｾｽ標準化

最適地ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ

COE化
（Center of Excellence）


